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評価方法

備　考

講義 中津留敏裕

筆記試験（100点）

消化器系疾患に使用する薬物

その他の症状に使用する薬物

まとめ・試験

救命救急時に使用する薬物

救命救急時に使用する薬物

アレルギー・免疫不全状態の患者に使用する薬物

アレルギー・免疫不全状態の患者に使用する薬物

がん・痛みに使用する薬物

感染症に使用する薬物

感染症に使用する薬物

脳・中枢神経系疾患で使用する薬物

脳・中枢神経系疾患で使用する薬物

科目名 薬理学
開　講　年　次

中津留敏裕

薬物が生体の機能に及ぼす作用、副作用について学び、重要な治療法の一種である薬物
療法について理解することができる。

1年次前期

講義時間（単位） 3０（１）

生活習慣病に使用する薬物

がん・痛みに使用する薬物

ナーシンググラフィカ　疾病の成り立ち②『臨床薬理学』　メディカ出版

授　　業　　内　　容

医薬品とは、作用原理、医薬品の取り扱い


